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初期仏典にみる煩悩の消滅
― 煩悩の消滅の三つの形態―

並 川 孝 儀

〔1〕 は じめに

悟 りや浬藥 と煩悩の二つの問題は表裏一体であり,浬 藥を論 じることは同時に

煩悩 を論 じることにもなる.そ のことは,悟 りや浬藥の境地に関する表現が悟 り

の妨げを取 り除いた り,静 めた りと,煩 悩の消滅 という否定的表現によって描か

れていることが多いことからも判る.こ のことは,例 えば,四 諦説で悟 りという

理想の境地が滅(nir・dha)と い う否定的な語1)で もって滅諦 と表現され,ま たそ

の他,無 為,無 漏,出 離 遠離 離欲などを同類の用語 として挙げることができ

るように,ほ とん どが煩悩の滅する境地をもって表現 されていることか らも知 る

ことができよう.

本小論では,煩 悩をどのように処すれば浬藥の境地が得られるのか,或 いは悟

りの妨げや苦などが どのようであれぼ浬藥の境地の状態であるのか,と いった用

例を眺め,そ こから浬藥の関連用語の原義を探ろうとするものであるが,そ のこ

とは一方で煩悩の消滅の在 り方を考察することでもある.こ こでは,そ の中で も

特に悟 りの妨げがどのような方法によってな くなつたり,制 御や抑止がされたり

するのか,と いった消滅の形態や仕方に焦点を合わせ,そ の視点から原始仏教に

おける煩悩論,延 いては浬築論の一端を明らかに しようとするものである.

この問題を論 じるに当たっては,初 期仏典の中でも古層に属する韻文文献を資

料 として考察することとする.

〔2〕 煩悩 の消滅 の三 つ の形 態

どうすれば悟 りや浬繋を体得できるのか,或 いはどうであれば悟 りや浬藥であ

るのか という文脈の中,そ の条件や状態を示す表現や用語を眺めると,そ れ らの

意味はおおよそ次の三種に類別できるであろう.即 ち,

(1)悟 りの妨げなどが 「滅 した,静 まる,抑 止 している」 との如き抑止,制 御
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や捨 断の作用 を意 味す る用 語で表現 され てい る用例

(2)「 取 り除 く,捨 て去 る,離 れた」 といった煩悩が離反,分 離す る作用 を意 味

す る用語 で表現 され てい る用例

(3)「 渡 る,超 えた」 といった煩悩 な どか ら離れ る作用,換 言すれ ば超越 とも言

うべ き作用 を意味す る用語 で表 記 されて いる用例

で あ る.こ の よ うな分類 は,或 る意 味で は日本語訳 の問題で処理 で きる例 もある

か も しれないが,し か し基 本的 な動作 を表現す る作用 は本質的 な問題 を孕んで お

り,そ れに基 づ く分類 には十分意義 が認 め られ る.こ の よ うに,古 層 の韻文資料

には この三種 の形態 に よつて悟 りや浬藥 の妨 げ とな るもの の消滅方 法が説かれ て

いる,と 考 えられ るのであ る.こ の ような論点 は,煩 悩 な どの消滅 の仕 方 を解明

す るだけで はな く,浬 藥 や悟 りの在 り方 を知 る手掛 か りを与 えて くれ る問題で も

ある.

それ では,悟 りの妨 げな どが どの ように して消 え ると説 かれて い るのか を,悟

りや浬藥 を体 得す る方法,悟 りや浬藥 の状態が説 かれ る文脈 を有 す る多 くの用例

か ら眺 め るが,以 下 において は紙面 の都 合で その条件 や状態 を示 す表現 や用語 を

最小限で示 す ことにす る.

〔2-l〕 最 古 層 の 韻 文 文 献 で の 用 例

先ず,最 古層 といわれ る 『ス ッタニパー タ』第四章 『ア ッタカ ヴァッガ』・第五

章 『パ ー ラーヤ ナヴ ァッガ』の用例 を,上 記 のよ うに三 分類 してま とめ る と,次

の よ うで あ る.

(1)抑 止 の 作 用 を意 味 す る 用 例

「色・形,音 声,味,香 り,触れられるものに対する負 りを(ragam)抑 制 しなさい(sahetha).」

(Sn.974d)

「老 いと死が滅している(jaramaccuparikkhaya)」(S11.1094d)

「妄執が滅 している(tanhakkhayam)」(Sn.1070d,ll37c,1139c,1141c)

「あ らゆる存在が滅す ることを(sabbadhammakkhayam)体 得 し,執 著を完全に滅 して

(upadhisamkhaye)解 脱 している(vimutto)」(Sn.992ef)

これ らの用例 は,抑 制 や滅 ぼす とい う抑止す る ことによつて消滅 す るこ とを示

してい るが,こ の こ とは動詞 の語根 が～/sah(抑 制 する),～/ksi(滅 ぼす)で ある こ

とか らも知 ることがで きる.
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(2)離 反 の 作 用 を 意 味 す る用 例

「妄執 を 離 れ た 人 は(vitatanho)」(Sn.1041b,lO60c)

「あ らゆ る欲 望 の対 象 に対 して(kamesu)貧 りを離 れ た 人 は(vitarago)」

(Sn.1071a,1072a)

「名 称 と形 態 に対 して(namarupasmim)全 く貧 りを離 れ た人 に は(vitagedhassa)」

(Sn.IIOOab)

「両 極 端 に対 す る欲 望 を(chandam)取 り去 る べ き で あ る(vineyya)」(Sn.778a)

「これ らの 存 在 に対 す る欲 望 を(chandam)取 り去 るべ きで あ る(vineyya)」(Sn.975a)」

「執 著 し よ う とす る妄 執 を(adanatanham)す べ て 取 り去 りな さ い(vinayetha)」

(Sn.1103a)

「さ ま ざ まな 欲 望 の対 象 に対 す る貧 りを(gedham)取 り去 りな さ い(vinaya)」(Sn.1098a)

「貧 り(lobham)と 物 惜 しみ と怒 り(kodham)と 中傷 を追 い払 うべ き で あ る(panudeyya)」

(Sn.928cd)

「あ らゆ る暗 黒 を(tamam)取 り除 い て(vinodetva)」(Sn,956c,cf.Sn.1136a)

「愛 す べ き事 物 に対 す る欲 求(chanda)や 貧 り(raga)を 取 り除 くこ と(vinodanam)が,

不 滅 な る(accutam)浬 藥 の境 地(nibbanapadam)で あ る」(Sn.1086c)

「か の 比丘 は,心 を一 つ に して,暗 黒 を 打 ち砕 くべ き で あ る(vihane)」(Sn.975d)

「矢 を 抜 き去 っ た(abbulhasallo)」(Sn.779c)

「無 明 を破 る こ と(pabhedana)」(Sn.1105d)

「垢 と迷 妄 を 捨 て 去 り(pahinamalamohassa),自 惚 れ と自 らの過 ち を隠 蔽 す る こ とを捨 て

る者 の(manamakkhappahayino)」(Sn.1132b)

「欲 望 の対 象 を(kame)捨 て て(pahaya)」(Sn.1070c)

「妄 執 を(tanhaya)捨 て 去 る こ とに よ って(vippahanena)浬 藥(nibbanam)と い わ れ る」

(Sn.1109c)

「この世 にお け る生 ま れ老 い て ゆ く存 在 を(jatijaraya)捨 て 去 る こ と(vippahananl)」

(Sn.1097e,1120e,1122f)

「過 去 か らの 〔煩 悩 とい う〕 水 を 干 か ら び させ よ(visosehi)」(Sn.949a,1099a)

「様 々 な 生 存 の 在 り方 に対 す る こ の 執 著 を(bhavabhavesangamimam)捨 て 去 っ て

(visajja)」(Sn.1060b)

「彼 は あ らゆ る も の を捨 て 去 っ て(patinissajja)」(Sn.946c)

こ れ ら の 用 例 は,い ず れ も 離 反 ・分 離 の 作 用 を も っ て 煩 悩 な どの 消 滅 を 説 き 示

し た も の で あ る が,そ の こ と は 動 詞 の 語 根 に よ っ て 知 る こ と が で き る.そ れ ら の

語 根 を 示 す と,viV〆i(分 離 す る),vi>/ni(取 り去 る),pra～/nud(追 い 払 う),vi>/nud

(追 い 払 う),vi》han(打 ち 砕 く),ati/barh(引 き抜 く),pra～/bhid(裂 く),pra～/ha(捨

495



初期仏典にみる煩悩の消滅(並 川) (79)

て去 る)、virpra》h5(投 げ捨てる),vi～/sus(干 か らびる),vi》 鱒(発 射する),prati-

nis>―srj(放 棄する)で あ る.こ のよ うに,い ずれ も離反 ・分離 を意味す るが,特 に

注 意 して お く必要 が あ るのは,離 反 の意 味が主体 か ら外 に取 り除 く作 用 を有 して

い る点 で ある.次 の分類(3)も 離 反 の作用 を有 す るものの,こ の点 が分 類(3)

と大 き く異 なる点 であ る.

(3)超 越 の作用 を意 味す る用例

「彼は執著を(visattikam)渡 りおえた(atari)」(Sn.857d)

「彼 は生まれ老いてゆ く存在を(jatijaran)渡 りおえた(atari)」(Sn.1048d,1060d)

「そ うすることによって,あ なたはこの洪水を渡るであろう(taresi)」(Sn.1064d)

「あなたは世間にありながら執著を(visattikam)渡 るであろう(tare)」

(Sn.1053d,1054d,1066d,1067d,1085d,10$7d)

「煩悩の洪水を(ogham)渡 りなさい(tarassu)」(Sn.1070b)

「その人は,正 しい思いをもち,世 間にありなが らこの執著を(visattikam)超 えている

(samativattati)」(Sn,768cd)

「シャカ族の人よ,私 を疑い合 う議論から(kathamkathahi)解 き放って下さい(pamunca)」

(Sn.1063d)

「煩悩の洪水をのり超えた(oghatigam)」(Sn.1096b)

これ らの用例 に共通 してい る内容 は,離 れ るとい う点で あるが,そ れ は分類(2)

の取 り除 くといった主体 か ら外 に離れ るとい う意味 と正反 対 に,超 え る といった

主体 が外へ離反 す る作用 を有 して いるのであ る.こ の作用 を示す動詞 の語根 を記

す と,～/tr(渡 る),sam-atiU/vrt(越 え る),praV/muc(解 放 する),ati・/gam(通 過す

る)で ある.

以 上,最 古層 といわれ る韻 文資料か ら煩悩 や悟 りの妨 げな どが どの ような文脈

で消滅す る とされて いるのかを眺 めた.そ れ による と三 つの分類 の用 法 と、も見 ら

れたが,中 で も(2)離 反 ・分離 の作用 を示 す用例 が最 も多 く,(1)の 用 例 は比較

的少ない こ とが判 った.

〔2-2〕 そ の他 の 古 層 の 韻 文 文 献 で の 用 例

次 に,そ の他 の古 層 に属す といわれ る 『ス ッタニパ ータ』第一章～第三章,『 テー

ラガー ター』,『テー リーガー ター』 な どの諸文献 に見 られ る用例 を概 観 し1そ の

主 要例 を上 と同様 の方 法で ま とめる と,以 下の如 くにな る.
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(l)抑 止 の 作 用 を 意 味 す る 用 例

「煩 悩 が 滅 した(asavakhino)」(Sn.370a)

「煩 悩 を滅 した(khinasavo)」(Th.1022a,Thi.66c)

「あ らゆ る煩 悩 が滅 した(sabbasavaparikkhina)」(Th.928a)

「苦 しみ は(dukkham)抑 止 され て い る(nirujjhati)」(Th.227d,263d)

「感 受 を滅 す る こ とに よ って(vedananamkhaya)」(Sn.739e)

「識 別 作 用 を静 め る こ と に よ って(viniianupasama)」(Sn.735c)

「あ なた の貧 りは(rago)寂 静 で あ る(upasanto)」(Thi.16c)

「感 官 を制 御 した(katindriya)」(Th.725c)

こ こ に は,こ の 作 用 を 表 す 動 詞 の 語 根 と し て,V〆ksiの 他 に,niv〆rudh(抑 止 す

る),upaV/sam(静 ま る)な どが 見 ら れ る.

(2)離 反 の 作 用 を 意 味 す る 用 例

「塵 の な い(virajam)」(Th.227c,263c,1238c,Thi.97c)

「貧 りを離 れ(vitarago),怒 りを離 れ(vitadoso),迷 妄 を 離 れ(vitamoho),煩 悩 の な い

人 は」(Th.704ab)

「束 縛 を離 れ た 人 々 は(visamyutta)」(Thi,86c)

「執 著 を離 れ た 人 は(visaniiutto)」(Th.1022a)

「欲 を離 れ た(virajja)」(Thi.26b,86b)

「無 明 を(avijjan)離 れ て(virajiya)」(Thi.18cd)

「欲 望 を取 り去 る こ とに よ って(vinayaya)解 き放 た れ る(muccati)」(SN.1-7-9)

「煩 悩 の 網 を(jalinim)引 き裂 い て(abbahitvana)」(Th.162b)

「妄 執 を根 こそ ぎ 引 き抜 い て(samulamtanhamabbuyha)」(Th.298c,Thi.l5c,l8e)

「矢 を抜 き去 っ た(abbulhasalla)」(Sn.593a,Thi.53a,132a)

「生 存 の 根 本 を(bhavamula叩)吐 き 出 して(vamitvana)」(Th.576c)

「虚 妄 に 区別 立 て して 対 象 を 捉 え る こ とを(papaiicam)捨 て て(hitvana)」(Th.990a)

「貧 り と怒 りを(i-agancadosaiica)捨 て て(hitva)」(Thi.18cd)

「あ らゆ る煩 悩 を(asave)捨 て た(pahasim)」(Thi.lOlc)

「私 の あ ら ゆ る貧 りは(rago)捨 て去 られ た(pahino)」(Th.79a)

「自惚 れ を捨 て 去 っ た(pahinamano)」(Sn.370a,Dhp.94c,Th.205c,206c)

「私 は こ の欲 望 を(kamam)捨 て て(ujjhitva)」(Th.298a)

「妄 執 を(tanhaya)捨 て去 る こ とに よ って(vippahanena)浬 築(nibbanam)と い わ れ る.」

(SN.1-7-4)

「生 起 と消 滅 を も捨 て た(vibhavaiicabhavaiicavippahaya)」(Sn.5l4c)
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「あ らゆ る貧 りは(rago)引 き 抜 か れ た(samuhato)」(Thi.34b,cfTh.79b)

「憂 い とい う汚 れ を(sokamalam)取 り去 っ た(ahasi)」(Sn.469d)

「疑 念 を(vicikicchanam)断 ち 切 る者(chetta)」(Sn.343b,cfTh.1263b)

「魔 王 の束 縛 を(marassabandhanam)断 ち切 っ て(chetva)」(Th.298b)

「あ な た は,食 り と怒 りを(ragancadosanca)断 ち切 っ て(chetva),浬 藥 に(nibbanam)

至 るで あ ろ う」(Dhp.369cd)

「私 た ち の疑 念 を(vicikiccham)断 ち切 って 下 さ い(chind')」(Th.1266a)

「苦 悩 は(parilaho)完 全 に 断 ち切 られ た(samucchinno)」(Thi.34c)

「あ らゆ る絆 は(yoga)完 全 に断 ち切 られ た(samucchinna)」(Thi.76a)

「私 の あ らゆ る迷 妄 は(moho)離 れ 去 った(vigato)」(Th.79c)

「苦 しみ を(dukkham)減 じ る者 は(apacinato)」(Th.807e)

「あ らゆ る煩 悩 を(asave)捨 て て(khepetva)」(Th.364c,Thi.76c)

「欲 望 の対 象 を(kame)押 しや っ て(pamjja)」(Sn.359c,cf.Dhp.383b)

「激 しい洪 水 が(mahogho)弱 い葦 の堤 を 打 ち 流 す よ うに,死 の魔 王 の 軍 を追 い 払 う

(panudi)者 は 」(Th.7ab)

「怒 りを取 り除 い た(panunnakodho)」(Sn.469c)

「風 が木 の葉 を 吹 き散 らす(dhunati)よ うに,悪 し き もの を(papakedhamme)吹 き払 う」

(Th.1006cd)

こ の 作 用 を 示 す 動 詞 の 語 根 は,既 に 見 ら れ たviV!i,vi～/ni,av/barh,vi-pra～/h互,

praV/nud,praV〆haの 他 に,vi-samU―yuj(分 離 す る),vi》ra旬(色 槌 せ る),wam(吐

く),》h盃(捨 て 去 る),ud～/ha(捨 て 去 る),sam―ud～/hr(引 き抜 く),》hr(運 ぶ),V―

chid(切 る),sam-ud》chid(根 絶 す る),Vl～/gam(去 る),apav/ci(減 じ る),〉 ―ksip

(投 げ る),V〆dhU(振 り払 う)を 挙 げ る こ とが で き る1

(3)超 越 の 作 用 を 意 味 す る用 例'

「疑 い を超 え た(vitinnakankho)」(Sn.514b,Th.5b,8b)

「執 著 を超 え た(sangatito)」(Th.1022b)

「生 き 死 にを 繰 り返 す 輪 廻 の彼 岸 に到 った(jatimaranaparagu)」(Th.1022d)

「あ らゆ る貧 りの道 を外 紅 た(ragapathamupativatto)」(Sn.370b)

こ の 作 用 を 表 す 動 詞 の 語 根 は,用 例 か らviv/tr(横 断 す る),ativ!i《 横 切 る),para

V〆gam(向 こ うに 行 く),upa.atiV!頭(越 え る)を 知 る こ とが で き る.

以 上,比 較 的 古 層 に 属 す る と さ れ る 韻 文 資 料 か ら 眺 め た が,(2)離 反 ・分 離 の

作 用 を 示 す 用 例 が 圧 倒 的 に 多 く,(3)の 用 例 は 比 較 的 少 な い こ とが 知 れ る.
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〔3〕煩悩 の消滅 の形 態 に関 す る考 察

古層の韻文文献において悟 りの妨げがどのように消滅されるのかを眺めてきた

が,そ れ らの用例か ら消滅の仕方が抑止 と離反 ・分離 と超越のほぼ三種の形態に

よつて説かれているものと考 え,そ れに従 って煩悩の消滅の形態を三種 に分類 し

てまとめた.そ の中,抑 止の作用 とは,煩 悩など悟 りの妨げとなるものに対 して

抑制 したり,捨 断 したり,静 めた り,滅 した りすることによつて,そ れ らが消滅

されることを意味し,離 反・分離の作用 とは,煩 悩な どを取 り除いた り,捨 て去つ

た り,断 ち切つた りと,外 へ と排除されることによって,そ れ らが消滅 されるこ

とを意味 し,超 越の作用 とは,煩 悩それ自体を消滅するのではな く,煩 悩などか

ら離れた り,煩 悩を超えた りすることによって,消 滅されるものと見徹す ことで

ある.こ の三種の意味を換言すれば,抑 止の作用は煩悩が個体の内部において活

動することを制御 した り,そ の侵入を防ぐことによつて,そ の汚れに染まらない

ことであり,離 反の作用は煩悩を外へ排除することによって個体がその汚れか ら

離れ,清 浄になることであり,超 越 の作用は離―反の作用 と正反対の作用で,個 体

自らが煩悩から離れることによってその汚れから解放されることを意味している

ものと考えられる.こ のように,最 初期の仏教 は,悟 りの妨げとなるものをこの

ような三種 の異なった方法によって消滅す ることを説いていたことが判 る.

この論点は,単 に表現の問題 として処理できるほどの簡単な問題ではな く,こ

こには恐らく最初期の仏教に秘められた煩悩に対する見解が表出 しているようで

ある.例 えば,こ の煩悩の異なった消滅の仕方は,一 方で煩悩が どこに存在する

ものであるのかという手掛か りを教えてくれるのである.即 ち,煩 悩の所在 の問

題をここに提起 しているのである.だ か ら,煩 悩の消滅の仕方は,同 時に煩悩の

所在の問題を提起 していることにもなるのである.抑 止の作用によって煩悩の消

滅を説 く裏には,煩 悩が個体の内部に存在するものと考えられていたと見徹せる

し,離 反 ・分離の作用の裏には,煩 悩は個体に付着 したもの と考えていた と見徹

せ る2).超越の作用に関 しては,前 の二者 とは異なり,煩 悩の所在のあ りようを知

ることはできないが,煩 悩それ自体の残存を認めて,個 体がその場か ら超え出て,

異質な清浄な場に移す ことを意味 しているようである.即 ち,主 体 自体が煩悩か

ら離脱する形態をもつて表現 される作用である.

これを悟 り,浬 薬の視点で眺めれば,煩 悩が抑止されたり,離 反することによつ

て悟 りの妨げが消滅 した状態を悟 りとす るのか,主 体が煩悩や妨げか ら遠 ざか り
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離 れ るこ とに よって得 られ た状 態を悟 りとす るのか とい う問題 で ある.前 者 の離

反 の形 態に関 して は,ジ ャイナ教の古層経典Yー おいてtapas(苦 行)の 「振 り払

う」 とい う;機能が見 られ,更 に はkarman(業)の 消滅 を説 くところにも 「振 り払

う」 とい う表現が見 られ る3)が,こ のジャイナ教 の考 え方 が原始 仏教 に見 られ る

「取 り除 く」 とい う離反 ・分離作用 による煩悩 の消滅方法 と極 めて類似 してい るこ

とが判 る.当 時 の仏教 や ジャイナ教 な どが 同一性 を共有 していた とい う土壌 を考

えれば,あ る意味 で は当然 と言 え るか も しれ ない.後 者 の形態 は,主 体が煩悩 の

場 か ら離 れ る ことが即ち清浄 な境地 を得た とす る立場 を示す もので あ り,こ れは

彼岸 に至 るこ とと輪廻 や煩悩 か らの解 脱 な どの考 え方 と一致す る形 態を有す る も

のであ る.こ の よ うに,煩 悩 の消滅 の仕方 に異 なった考 え方 が存在 す る ことは,

浬 藥 の語義 を考察す る時 も無視 され るべ きもので はな く,む しろ両者 は運動 した

もの として解 す るのが妥 当で あろ う.故 に,浬 盤 に関連 す る用語 の意 味 も単一 の

意味 に必 ず しも限定 して考 える必要 はな く,煩 悩 の消滅 法の よ うに異なつた意味

か ら解釈す べき もので あろ う4).

以 上,古 層の韻文文献 か ら眺めて きた このよ うな三種 の煩悩の消滅 の考 え方 は,

浬 藥 な どの仏教 の主要 な概念 を理解す る時の基本的 な見 方で あ り,そ れは以後 の

仏教思想 の展 開の中で も形 を変 えなが ら保 持 され たもの と言 えよ う.い ずれ に し

て も,こ の考 え方 の基本 的構 造 はある意 味で は浬繋論 や煩悩 論 な どの仏教 思想 の

源流 ともい うべき意 義を有 して いる もの と考 えられ る.

1)中 村元博士は,「漢訳者は,仏 教の理想の境地(nirodha)を 「滅」 という字で表現 し

たために,仏 教は虚無論を説 くものだというような印象を一般に与えてしまった.し か

し,実 はほしいままの欲望を制御 し,苦 しみをとじこめてしまうのがもとの意味であっ

て,そ の結果 としてしずまったやわらぎの状態をもたらすことを,合 わせてめざしてい

たのであった.」 と指摘する.『原始仏教の思想 下』(春 秋社)pp.15-16参 照。

2)並 川孝儀 「初期仏典にみる煩悩の所在一 「覆 うもの」 と 「覆われるもの」―」『印度

学佛教学研究』第47巻 第1号,pp.(94)-(100)を 参照されたい.そ こでは,悟 りの妨

げや煩悩 というものが 「覆うもの」 として表現されているのか,「 覆われるもの」とし

て表現されているのか という視点から捉え,そ こから煩悩の所在を内在 しているものな

のか,外 部に付着したものであるのかを考察 し,古 層の韻文資料に両者の用法が見られ

ることを指摘 している.

3)ジ ャイナ教の古層経典類においてtapasに 「振 り払う」 という機能が存在 し,更 に

karmanの 消滅 を説 くところにも 「振 り払う」 とい う表現が多 く見られ,こ の 「振 り払

う=除 去する」という概念は 「膿罪 ・浄化」思想へとつながるものであるという指摘
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は,次 の論文に見られる.榎 本正明 「Jainaのtapasに つ いて」『華頂短期大学研究紀要』

第32号pp.(12)-(30)参 照.原 始仏教に見 られるこの 「取 り除 く」 という離反 ・分離

作用による煩悩の消滅方法 も,当 然のことジャイナ教思想 との関連で考察 しなければな

らない問題であろう.た だ,ジ ャイナ教の 「振 り払う」という用語の語根がdhuで あ

るのに対して,仏 教ではこの語根の同様の用例はTh.1006cd.に 「風が木の葉を吹き散

らす(dhunati)よ うに,悪 しきものを(papakedhamme)吹 き払う」 と見 られるが,そ

の用例はあまり見 られず,少 な くともこの点で両者は少し異なっている.ま た,ウ パニ

シャッドでも 「悪しきもの」や 「業」などが 「振 り払 う(dhu)」 対象 として捉えられ

ている,と 指摘されている(榎 本同論文pp.(23)-(24))点 か ら見て,煩 悩のようなも

のが 「振 り払われるもの」,「取 り除かれるもの」とする見方は,仏 教以前か らのものと

考えられる.

4)浬 藥 の語義を考察する時,浬 森繋の境地やその体得が煩悩の消滅と表裏一体の関係にあ

ることに基づいて考えるならば,例 えば浬藥の関連語であるnibbuta(<nirvr)の 語

義を考察する場合,次 のような見方ができるであろう.nibbutaは,そ れ と関連する用

語の例から 「抑止 された,制 御された」 という作用 と,「取 り除いた,捨 て去った」と

いう作用の両義を有 していることが判明 した.即 ち,抑 止の作用 と離反 ・分離の作用と

いう相反する作用を有 しているのである.こ こから,nibbutaの 語根をnirvrと す る時,

その接頭辞nir-の 解釈によって,nibbutaの 語義は 「しっかりと覆う」という意味 と 「覆

いを取 り除 く」という意味のごつの解釈が可能になる.こ の点に関しては,北 海道印度

哲学仏教学会第15回 学術大会(平 成11年7月31日,北 海道武蔵女子短期大学)に お

いて 「初期仏典におけるnibbutaの 用法」 と題 して発表した.詳 しくは別稿にて論じる

予定である.

〈キーワー ド〉 煩悩の消滅の形態,煩 悩,涅 槃,初 期経典(韻 文資料),彼 岸

(佛教大学教授,文 学博士)
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